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総合評価

テキスト 「ドリルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）」上原政啓（電気書院）上原政啓（電気書院）

参考書

関連科目

レポートは次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．は次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．回収し，それ以降に提出されたものは減点される．し，それ以降に提出されたものは減点される．以降に提出されたものは減点される．に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．提出されたものは減点される．され以降に提出されたものは減点される．たもの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．は次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．減点される．され以降に提出されたものは減点される．る．

神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

電気回路」上原政啓（電気書院）Ⅰ (Electric Circuit I)

電気工学科・2年・通年・必修・2単位【講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

直流回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．回路」上原政啓（電気書院）計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．より，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るな知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るを復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る復習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）する．そして，交流回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．回路」上原政啓（電気書院）素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るである抵抗・コイルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）・コンデンサの振るの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．振るる
舞いについて学び理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力いに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて学び理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力し，これ以降に提出されたものは減点される．らの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．回路」上原政啓（電気書院）素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力する回路」上原政啓（電気書院）に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）フェーザ法を用いて電圧・電流・電力法を用いて電圧・電流・電力を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る用いて電圧・電流・電力いて電圧・電流・電力
が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力確実に計算できるように演習を行う．に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るできるように回収し，それ以降に提出されたものは減点される．演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る行う．う．

【A4-E1】直流回路」上原政啓（電気書院）に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．おいて，各種の法則を用いて電圧・電流・電力の計の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．法を用いて電圧・電流・電力則を用いて電圧・電流・電力の計を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る用いて電圧・電流・電力いて電圧・電流・電力の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．計
算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力できる．

様々な直流回路において，適切に法則を用いて電圧・電流・電力が計算できるな知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る直流回路」上原政啓（電気書院）に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．おいて，適切に法則を用いて電圧・電流・電力が計算できるに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．法を用いて電圧・電流・電力則を用いて電圧・電流・電力の計を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る用いて電圧・電流・電力いて電圧・電流・電力が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るできる
か，前期中間試験，前期定期試験および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力レポートは次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．より60%以上正解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る合格とと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）
して評価するする.

【A4-E1】三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る用いて電圧・電流・電力いて抵抗・コイルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）・コンデンサの振るで構成される交流回され以降に提出されたものは減点される．る交流回
路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．電圧・電流・電力の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力できる．

三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る用いて電圧・電流・電力いて抵抗・コイルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）・コンデンサの振るで構成される交流回され以降に提出されたものは減点される．る様々な直流回路において，適切に法則を用いて電圧・電流・電力が計算できるな知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る交流回路」上原政啓（電気書院）が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計
算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るできるか，前期定期試験および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力レポートは次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．より60%以上正解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る合格とと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）して評
価するする.

【A4-E1】フェーザ法を用いて電圧・電流・電力法を用いて電圧・電流・電力を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る用いて電圧・電流・電力いて抵抗・コイルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）・コンデンサの振るで構成される交流回され以降に提出されたものは減点される．る交流
回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．電圧・電流・電力の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力できる．

フェーザ法を用いて電圧・電流・電力法を用いて電圧・電流・電力を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る用いて電圧・電流・電力いて抵抗・コイルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）・コンデンサの振るで構成される交流回され以降に提出されたものは減点される．る様々な直流回路において，適切に法則を用いて電圧・電流・電力が計算できるな知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る交流回路」上原政啓（電気書院）が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力
計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るできるか，後期中間試験，後期定期試験および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力レポートは次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．より60%以上正
解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る合格とと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）して評価するする.

【A4-E1】共振る現象およびインピーダンスの周波数特性を理解し，諸問題および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力インピーダンスの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．周波数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力特性を理解し，諸問題を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力し，諸問題
を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るできる．

共振る現象およびインピーダンスの周波数特性を理解し，諸問題および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力インピーダンスの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．周波数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力特性を理解し，諸問題を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力し，諸問題を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るできる
か，後期定期試験および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力レポートは次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．より60%以上正解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る合格とと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）して評価するする.

成される交流回績は，試験は次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．，試験75%　レポートは次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．25%　と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）して評価するする．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るお，試験成される交流回績は，試験は次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．中間試験と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）定期試験の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．平均点される．と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）する．総合成される交流回績は，試験(試
験と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）レポートは次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．)100点される．満点される．で60点される．以上を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る合格とと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）する．レポートは次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）は次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．，教科書の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ドリルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）部分のことである．の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．こと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）である．

「基礎電気回路」上原政啓（電気書院）1 [第3版]」上原政啓（電気書院）有馬泉，岩崎晴光 共著（森北出されたものは減点される．版株式会社）
「電気電子である抵抗・コイル・コンデンサの振る数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力学入門」上原政啓（電気書院）森武昭，奥村万規子である抵抗・コイル・コンデンサの振る，武尾英哉（森北出されたものは減点される．版株式会社）

基礎電気工学(1年)，電気数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力学I(2年)，電気回路」上原政啓（電気書院）II(3年)，電気回路」上原政啓（電気書院）III(4年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（電気回路Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 電圧および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力オームの法則の概念および計算方法などについて説明する．の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．法を用いて電圧・電流・電力則を用いて電圧・電流・電力の計の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

3 直列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．または次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．並列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．され以降に提出されたものは減点される．た抵抗および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力直並列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．され以降に提出されたものは減点される．た抵抗の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

4 分のことである．圧と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）分のことである．流の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

5

6

7

8 前期中間試験

9 前期中間試験の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．答案返却および解説し，テブナンの定理とノートンの定理の概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力説し，テブナンの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．定理と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）ノートは次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ンの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．定理の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

10 ブリッジ回路，相反定理，補償定理の概念および計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院），相反定理，補償定理の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

11 電力と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）電力量の概念および計算方法などについて説明する．の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

12 交流回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るで必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振ると演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るる複素数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

13 交流回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．基礎と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るる正弦波と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）位相の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

14 コイルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）コンデンサの振るの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

15

16

17

18

19 交流並列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．インピーダンスの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

20 交流直並列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．インピーダンスの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

21

22

23 後期中間試験

24 後期中間試験の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．答案返却および解説し，テブナンの定理とノートンの定理の概念および計算方法などについて説明する．して解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力説し，直列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．共振るおよび理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力並列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．共振るの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

25 交流回路」上原政啓（電気書院）に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．おける諸定理の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

26 相互誘導回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

27 交流回路」上原政啓（電気書院）に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．おける有効電力・無効電力・皮相電力・力率などの概念および計算方法などについて説明する．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

28 インピーダンスの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．周波数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力特性を理解し，諸問題と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）複素平面上の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．軌跡の概念および計算方法などについて説明する．の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

29

30

シラバスの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力[1.1]電流と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）キルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）ヒホッフの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．第1法を用いて電圧・電流・電力則を用いて電圧・電流・電力の計（電流則を用いて電圧・電流・電力の計） シラバスに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．し，電流および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力キルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）ヒホッフの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．第1法を用いて電圧・電流・電力則を用いて電圧・電流・電力の計の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

[1.2]電圧と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）オームの法則の概念および計算方法などについて説明する．の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．法を用いて電圧・電流・電力則を用いて電圧・電流・電力の計

[1.3]合成される交流回抵抗

[1.4]分のことである．圧と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）分のことである．流

[1.5]キルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）ヒホッフの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．第2法を用いて電圧・電流・電力則を用いて電圧・電流・電力の計（電圧則を用いて電圧・電流・電力の計） キルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）ヒホッフの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．第2法を用いて電圧・電流・電力則を用いて電圧・電流・電力の計（電圧則を用いて電圧・電流・電力の計）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

[1.6]Y-Δ変換，重ねの理ねの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．理 Y-Δ変換および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力重ねの理ねの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．理の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

1週目からから6週目からまでの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．復習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院） 1週目からから6週目からまでの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．学習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）内容などについて復習する．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて復習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）する．

1週目からから7週目からの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．学習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）内容などについて復習する．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて記述試験を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るする．

前期中間試験の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．答案返却および解説し，テブナンの定理とノートンの定理の概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力[1.7]テブナンの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．定理と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）ノートは次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ンの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．定
理

[1.8]ブリッジ回路，相反定理，補償定理の概念および計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院），相反定理，補償定理

[1.11]電力と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）電力量の概念および計算方法などについて説明する．

[2.1]複素数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力

[2.2]正弦波

[2.3]コイルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）コンデンサの振る

9週目からから14週目からまでの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．復習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院） 9週目からから14週目からまでの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．学習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）内容などについて復習する．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて復習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）する．

前期定期試験答案の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．返却および解説し，テブナンの定理とノートンの定理の概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力[2.4]フェーザ法を用いて電圧・電流・電力と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）インピーダンス 前期定期試験の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．答案返却および解説し，テブナンの定理とノートンの定理の概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力説し，複素数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る使ったフェーザ表示と交流回路のインピーダンスの概念と計算方法などにつったフェーザ法を用いて電圧・電流・電力表示と交流回路のインピーダンスの概念と計算方法などにつと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）交流回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．インピーダンスの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．概念および計算方法などについて説明する．と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．つ
いて説明する．する．

[2.5]RL直列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院）と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）RC直列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院） RL直列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院）と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）RC直列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

[2.6]LC直列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院）と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）RLC直列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院） LC直列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院）と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）RLC直列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．計算により，必要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る方法を用いて電圧・電流・電力な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて説明する．する．

[2.7]並列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院）

[2.8]直並列または並列に接続された抵抗および直並列接続された抵抗の計算方法などについて説明する．回路」上原政啓（電気書院）

ドリルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）(no.15-no.19)の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力説 ドリルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）(no.15-no.19)の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．内容などについて復習する．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力説する．

16週目からから21週目からの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．復習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院） 16週目からから21週目からまでの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．学習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）内容などについて復習する．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて復習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）する．

16週目からから22週目からの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．学習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）内容などについて復習する．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて記述試験を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るする．

後期中間試験の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．返却および解説し，テブナンの定理とノートンの定理の概念および計算方法などについて説明する．および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力[2.9]共振る回路」上原政啓（電気書院）

[2.10]交流回路」上原政啓（電気書院）の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．諸定理

[2.11]相互誘導回路」上原政啓（電気書院）

[2.12]交流電力

[2.13]周波数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力特性を理解し，諸問題と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）複素平面上の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．軌跡の概念および計算方法などについて説明する．

ドリルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）(no.20-no.24)の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力説 ドリルと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）(no.20-no.24)の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．内容などについて復習する．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力説する．

24週目からから29週目からまでの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．復習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院） 24週目からから29週目からまでの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．学習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）内容などについて復習する．な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るどに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．ついて復習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）する．

備など）
考

前期，後期と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）もに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．中間試験および理解し，これらの回路素子が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力定期試験を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る実に計算できるように演習を行う．施する．する．
な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るお，試験単体の平均点が例年と比べて著しく低いと担当教員が判断した場合は，の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．平均点される．が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力例年と演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）比べて著しく低いと担当教員が判断した場合は，べて著しく低いと担当教員が判断した場合は，低いと担当教員が判断した場合は，いと演習シリーズ 電気回路」上原政啓（電気書院）担当教員が判断した場合は，が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力判断した場合は，した場合は次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．，60点される．満点される．の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．再試験を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振るクラス全体の平均点が例年と比べて著しく低いと担当教員が判断した場合は，で実に計算できるように演習を行う．施する．する場合が混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力あるが混在する回路に対して，三角関数とフェーザ法を用いて電圧・電流・電力，学生からの再試験要望には応じなからの初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．再試験要な知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る望には応じなに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．は次回講義の初めに回収し，それ以降に提出されたものは減点される．応じなじな知識を復習する．そして，交流回路の回路素子である抵抗・コイル・コンデンサの振る
い．
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